
食品メーカー
物流・ロジスティクス・ＳＣＭ責任者による

集合型会場：日本ロジスティクスシステム協会 会議室（東京都港区）他
オンライン型 ：ZOOMミーティングを使用し開催いたします。

会場/オンライン併用開催

食品ロジスティクス
研究会

開催
日程 5月14日～27年3月11日 開催

形式

活 動 内 容

食品ロジスティクス研究会は、食品メーカーのロジスティクス責任者による
研究会です。食品に関わる産業界に貢献するべく、広くメンバーを募り、参加
企業のロジスティクス・物流の観点から企業価値の向上を図るための情報の
提供・共有および人的ネットワークの形成を支援いたします。

会合における円滑なディスカッション導入とフォロー
会合ごとのポイントとりまとめ、および重要テーマ等の抽出

【コーディネーター】 Fujita office 代表 藤田 正美 氏

持続可能なSCM、物流（動脈・静脈）の構築

トラックドライバー不足への対応（関係者との連携の促進）
物流関連二法改正への対応（適切な情報収集と共有の強化）

在庫、物流コスト・品質の管理、顧客への安定供給

DX推進・省人化・自動化・トレーサビリティ等の先進動向 

プラットフォーム、共同物流、各種コンプライアンス

物流・ロジスティクス部門としてなすべき対応

食品以外の業種、業界を超えた知見や物流最新技術等の情報収集

行政動向、異業種の取り組みなどの把握

※同業・他業種の現場見学も予定（年度中１～２回）

1．メンバー企業による取組み事例の相互情報交換

現場

経営

企業 行政
学び

実践支援

2．重要課題へのアプローチ

３．コーディネータによるディスカッションフォローとまとめ

2026年度



個人情報の取り扱いについて
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー（http://www.logistics.or.jp/privacy.html）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本講座に関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 AS2632

■ 参 加 申 込 方 法 ■■ 参 加 資 格 ・ 参 加 料 ■

■オンライン事業へのご参加にあたり■

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 業務管理部
東京都港区海岸1-15-1 スズエベイディアム3階
E-Mail：shien@logistics.or.jp

ト ッ プ 交 流 会 テーマ別研究会

【キャンセル規定】
第1回会合開催７日前～前々 日（開催日初日を含まず起算）・・・参加料（消費税を除く）の３０％
第1回会合開催前日および当日 ・・・参加料（原則として消費税を除く）の全額

第1回
2026年
5月14日(木)

第5回 9月10日(木) 第9回
2027年
1月14日(木)

第2回 6月11日(木) 第6回 10月8日(木) 第10回 2月18日(木)

第3回 7月9日(木)
第7回

合宿予定

11月12日(木)
～13日(金)

第11回 3月11日(木)

第4回 8月6日(木) 第8回 12月10日(木)

2026年度 研究会開催日程 開催時間１５：００～１７：００

■参加資格
原則、食品メーカーのSCM・ロジスティクス・物流部門、事業部門等の責任者

■参 加 料
JILS会員  ：121,000円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：277,000円（消費税込）／１名・年間登録
※1社1名でのご登録をお願いします。

■参加定員 40名（定員になり次第、締め切ります）

⚫ WEB請求書で請求いたします。
⚫ WEB請求書は原則として参加者のE-mail宛に送付いたします。

それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示ください。
⚫ WEB請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。
⚫ お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。
開催後になる場合は、参加申込書の支払予定日欄に明記してください。

⚫ 振込手数料はお客様にてご負担願います。

■ 参 加 料 支 払 い 方 法 ■

■ 問 い 合 わ せ 先 ■

WEBの場合
当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込みください。

※当協会のホームページは www1.logistics.or.jp または「JILS」で検索

※諸事情により内容・日時等を変更する場合があります。
合宿は１泊2日予定/別途費用がかかります。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会（以下「主催者」という）が定める「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」
(URL https://bit.ly/346E1Ag )と、以下の事項の内容をお読みいただき、内容についてご理解、ご承諾のうえお申込みください。
⚫ 本研究会のは申込時に登録した参加者または代理参加者に限定し、1人1台のデバイスでご参加ください。
⚫ 主催者に起因する事由や不測の事態により通信が中断した場合は、録画した本研究会を期間限定で配信します。
⚫ 参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負わないものとします。
⚫ 本研究会会合の録画、録音、撮影は禁止します。
⚫ 参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の聴講を中止させることがあります。
※諸事情により、「JILS オンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」の内容等を変更する場合があります。

２ ０ ２ ５ 年 度 参 加 企 業

(社名50音順)

アサヒ飲料、アサヒグループ食品、味の素、イセデリカ、

伊藤ハム米久ホールディングス、江崎グリコ、エスビー食品、

エバラ食品工業、カゴメ、片岡物産、カルビー、 キーコーヒー、

キッコーマン食品、キユーピー、月桂冠、小岩井乳業、Ｊ-オイルミルズ、

昭和産業、タカナシ販売、永谷園、なとり、ニチレイフーズ、

日清アソシエイツ、日清オイリオグループ、 日清食品、日清製粉ウェルナ、

ニップン、ネスレ日本、ハウス食品、不二製油、

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ、マルハニチロ、Ｍｉｚｋａｎ、

明治、森永製菓、森永乳業、山崎製パン、山芳製菓、雪印メグミルク

全39社
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